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自分の進路は自分で！ 3年生が「就活セミナー」に挑む

多くの生徒が資格や検定、大会で大活躍

2学期始業式にて伝達表彰を行いました！

７月２４日(木)に豊見城市中央公民館で開催された、第７５

回社会を明るくする運動「那覇保護区大会」において本校1

年生の崎浜由衣さんが学校を代表して発表を行いました。こ

の大会はすべての県民が犯罪や非行の防止、またそれらを

してしまった人たちの更生について理解を深め、地域社会の

一員として力を合わせ、安心・安全で明るい社会を築いてい

こうとする全国的な取り組みです。崎浜さんは日頃農業高校

で学んでいる授業の中から自らが考えた「人を支える」とい

う内容を堂々と伝えてくれました。発表後は多くの関係者か

らお褒めの言葉をいただき、本人にとってもいい経験になっ

たことでしょう。何事にも前向きにチャレンジするその姿は私

にもいろいろな気づきを教えてくれました。

「社会を明るくする運動」で堂々と発表！

１学期が終わる！ 今号では夏休み返上で頑張った南農生を紹介します！

７/1８(金)は１学期の終業式でした。４月に新年度がスタートしたかと思っていたのもつかの間、あっという間に1学期の終業式を迎え、

「時間というのは待ってくれない、大切に1日1日を過ごさねば」と改めて思わずにはいられませんでした。さて、私は終業式のあいさつで

「読書」について話しました。今年の夏休み期間を調べてみると、なんと４４日もあります。２学期に向けてこの４４日間をどう過ごすかとい

うことについてそれぞれが考え、判断し、行動してくれることを願っています。管理当番や進路対策、生徒によっては追試に取り組む者のも

いるでしょう。私は、その行動の１つに「読書」を勧めてみました。スマホの普及で「活字離れ」が進んでおり、新聞を読まないという生徒

達の声をよく耳にします。私は「読書」である1冊の本に出会い、その本はその後の人生にいい影響を与えてくれています。本から学ぶこ

とは無限にあり、夏休み中に読書を通じてそのような本と出会って欲しいと思っています。併せて高校総体やFFO大会で上位入賞した生

徒達へ伝達表彰も行い、生徒の頑張りを皆で共有しました。今号ではそのほかにも夏休みにあった南農生の活躍について紹介します！

進路ガイダンスを経て、就活セミナーへ

夏休みのある日、会議室の電気が点いていたので覗いてみると、

3年生が「就活セミナー」を受講していました。進路の早期決定を

目指して夏休みに入ってすぐの7/22からセミナーが１０回に渡っ

て開催されていました。私が覗いた日はちょうど「志願理由書の書

き方について」という内容で行われていました。一生懸命プリント

に向き合い、自分の考えを記入している３年生の姿を見ていると、

本当に胸が熱くなり自分の望む進路をつかんで欲しいと強く思い

ました。早期に進路を決めることは、その後の人生に大きく影響し

てきます。多くの壁が待ち構えているでしょうが、南農での実習で

鍛えた根性で乗り切ってくれることでしょう！頑張れ 3年生！

長かった（？）夏休みも終わり、２学期始業式が9/1(月)に行

われ、その場で夏休み中にいろいろな資格や検定取得、各種

大会で頑張り、優秀な成績を収めた生徒に伝達表彰を行い

ました。特に情報処理の表計算やプレゼンテーション検定、家

庭科技術検定などでは1級を取得する生徒も多くいて「努力

が実って本当によかった」と思いながら生徒達に表彰状を授

与しました。中でも県の高校新人大会水泳競技において2位

に入賞した1年生は、私が農業高校で勤務して以来この競技

での入賞は多分初めてのことではないかと思います。南農に

は様々な能力を持った生徒が多くいて、これからどんな生徒

の成長が見られるか大変期待しています。

休みではありません、南農の先生方も頑張っています！

私はこれまで親戚や友人から「教師っていい職業だよな、夏休みも多く

て」と何度も言われてきました。世間の人々は教師も生徒と同じように

夏休みが約40日あると誤解しているようです。まあ確かに生徒がいな

くて授業がない分、いつもよりはゆったりできる部分はあります。しかし、

夏休み期間中こそ先生方は２学期に向けた授業の準備や、教師力の向

上に向けた研修に一生懸命取り組んでいるのです。勉強している分か

えって夏休みの方が忙しいという先生もいるんです。誤解の無いように

して下さいね。夏休み終盤の8/28に、一般社団法人グッジョブおきな

わプロジェクト代表の喜屋武裕江さんをお招きして、全職員参加の研

修を実施しました。「南農生が幸せになるためには？」「生徒のいい点・

課題点は？」といったことをグループワークを通してひとつひとつ確認

していきました。南農のスクールポリシーの実現に向け、キャリアパス

ポートの活用を充実させようということも確認でき、本校の職員にとっ

ても2学期以降の生徒支援に向けて貴重な研修となりました。

教師も学び続けます！

市長から表彰されました


